
国立環境研究所（ＮＩＥＳ）の災害環境研究の ”いま ” をお伝えします。

　11 月 7 日（水）と 8 日（木）に郡山市のビックパレットふく

しまで開催された「再生可能エネルギー産業フェア 2018（REIF

ふくしま 2018）」に国立環境研究所（NIES）・福島支部のブー

スを出展しました。REIF ふくしまは、再生可能エネルギー関連

産業でビジネス等に取り組んでいる企業団体に情報発信と交流の

場を提供することを目的として、福島県が毎年、開催しているイ

ベントです。今年は160件のブース出展があり、2日間で約7,000

人が来場しました。

　NIES 福島支部のブースには 100 名程度の来訪者があり、日々

の取り組みを広く知っていただける良い機会となるとともに、持

続可能な地域づくりについて産学官が連携して具体的にどのよう

な行動をとることができるか等、再生可能エネルギー関連産業に

従事する皆様と意見交換を実施することができました。

　持続可能な開発目標（SDGs）とは、2015 年 9 月の国連サミットで採択された 2030 年まで
の国際目標です。17 のゴールと 169 のターゲットから構成されています。日本の各地方自治体
においても、各種計画や戦略、方針の策定や改訂に当たっては SDGs の 要素を最大限反映する
こととされています。来場者の皆さまが福島県の地域社会にとって重要だと考える SDGs の項
目にシールを貼って頂きました。「エネルギー」や「気候変動」に関する項目を中心としつつも、
幅広く投票される結果となり、市民意識の多様性の一端が垣間見られました。

展示した体験型プログラムをピックアップしてご紹介します

　3D プリンターで出力した福島
県立体白地図に、プロジェクター
を使って様々な環境・社会・地理
のデータを投影します。航空写真、
土地利用、人口分布、エネルギー
消費量、再生可能エネルギー発電
のできる場所、将来の温暖化で被
害が起きやすい地域、さらに放射
線量など、どんなデータでも映す
ことができます。

　NIES が開発した、住民や行政
などの地域主体を双方向に結び地
域調査・コミュニケーションを支
援するシステムです。家庭の消費
電力量や地域の施設・イベント情
報などを集約して閲覧でき、パソ
コンやスマートフォンから利用す
ることができます。このシステム
を活用して、地域の省エネルギー
行動を後押しするための提案やコ
ミュニティ活性化に関する提案を
行っています。

再生可能エネルギー産業フェア
REIF ふくしま 2018 にブース出展しました

環境創生研究
成果を発信

▼

再生可能エネルギーを活用したまちづくり支援など、環境創生に関する
研究内容を紹介するポスター及び「３D プロジェクションマッピング」
や「くらしアシストシステム」などの体験型プログラムを展示しました

REIF ふくしま 2018 展示プログラム

【 　  持続可能な開発目標（SDGs）  　 】

3Dプロジェクション
マッピング

くらしアシストシステム
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30 年後の県外最終処分にむけて30 年後の県外最終処分にむけて

　2011 年 3 月に発生した東日本大震災に伴う福島第一原　2011 年 3 月に発生した東日本大震災に伴う福島第一原

発事故によって、原発の周辺地域において放射性セシウム発事故によって、原発の周辺地域において放射性セシウム

等による環境汚染が引き起こされました。そこで政府は環等による環境汚染が引き起こされました。そこで政府は環

境中の放射性物質からの被ばく量を少なくするために様々境中の放射性物質からの被ばく量を少なくするために様々

な除染事業を行ってきましたが、その結果、大量の除去土な除染事業を行ってきましたが、その結果、大量の除去土

壌や除染廃棄物が発生し、これらは仮置場などに一時的に壌や除染廃棄物が発生し、これらは仮置場などに一時的に

保管されました。そして現在は、仮置場などから中間貯蔵保管されました。そして現在は、仮置場などから中間貯蔵

施設への搬入が本格的に進められています。施設への搬入が本格的に進められています。

　中間貯蔵施設は、福島県内の除染活動に伴い発生した除　中間貯蔵施設は、福島県内の除染活動に伴い発生した除

去土壌や可燃物を燃やした際に発生した焼却灰などを、去土壌や可燃物を燃やした際に発生した焼却灰などを、

30 年後の県外最終処分を完了するまで貯蔵するための施30 年後の県外最終処分を完了するまで貯蔵するための施

設です ( 図 1設です ( 図 1(1)(1) )。現在、大熊町と双葉町で整備が進めら)。現在、大熊町と双葉町で整備が進めら

れています。しかし、中間貯蔵施設に持ち込まれる予定のれています。しかし、中間貯蔵施設に持ち込まれる予定の

除去土壌等は 2000 万 m除去土壌等は 2000 万 m3（東京ドームの約 16 倍に相当）（東京ドームの約 16 倍に相当）

と非常に多く、保管するための十分な空間の確保や、県外と非常に多く、保管するための十分な空間の確保や、県外

での最終処分を考慮した減容化（＝容積や容量を少なくすでの最終処分を考慮した減容化（＝容積や容量を少なくす

ること）が求められています。では、どのような減容化のること）が求められています。では、どのような減容化の

方法が検討されているのでしょうか。方法が検討されているのでしょうか。

減容化の方法減容化の方法

　土壌の減容化の方法としては、1) 異物の除去、2) 放射　土壌の減容化の方法としては、1) 異物の除去、2) 放射

性セシウムが小さな土粒子に付着しやすいという特性を踏性セシウムが小さな土粒子に付着しやすいという特性を踏

まえて、小さな土粒子のみをふるい分ける分級、3) 薬品まえて、小さな土粒子のみをふるい分ける分級、3) 薬品

と熱で土壌中の放射性セシウムを溶出させ、吸着材で回収と熱で土壌中の放射性セシウムを溶出させ、吸着材で回収

する化学処理、4) 高温で加熱し、土壌から放射性セシウする化学処理、4) 高温で加熱し、土壌から放射性セシウ

ムを飛ばしフィルタで回収する熱処理など様々な手法があムを飛ばしフィルタで回収する熱処理など様々な手法があ

り、これらは全て実施もしくは検討されています。特に放り、これらは全て実施もしくは検討されています。特に放

射性セシウム濃度の高い土壌や焼却灰の減容化には、他の射性セシウム濃度の高い土壌や焼却灰の減容化には、他の

手法より高い除去率を示す熱処理技術の適用が効果的であ手法より高い除去率を示す熱処理技術の適用が効果的であ

ると見込まれています。ると見込まれています。

現在 ・ これからの研究現在 ・ これからの研究

　そこで私たちは、熱処理技術に着目して研究を進めてい　そこで私たちは、熱処理技術に着目して研究を進めてい

ます。熱処理技術は、大きく焼成法と溶融法に分けられまます。熱処理技術は、大きく焼成法と溶融法に分けられま

す。いずれの方法も反応促進剤として塩化カルシウム等をす。いずれの方法も反応促進剤として塩化カルシウム等を

添加し、焼成法は除去土壌等が溶けない温度で、溶融法は添加し、焼成法は除去土壌等が溶けない温度で、溶融法は

溶ける温度で処理し放射性セシウムを塩化セシウムとして溶ける温度で処理し放射性セシウムを塩化セシウムとして

揮発させ回収する方法です。いずれも既存の熱処理技術を揮発させ回収する方法です。いずれも既存の熱処理技術を

活用した方法ですが、熱処理によって反応温度が異なり、活用した方法ですが、熱処理によって反応温度が異なり、

放射性セシウムがどのように揮発するのかなど不明なこと放射性セシウムがどのように揮発するのかなど不明なこと

も多く、それらの解明に取り組んでいます。熱処理によっも多く、それらの解明に取り組んでいます。熱処理によっ

て放射性セシウムを取り除いた生成物は再生利用することて放射性セシウムを取り除いた生成物は再生利用すること

ができるため、長期保管しなければいけない量を 1/20 程ができるため、長期保管しなければいけない量を 1/20 程

度に減容化することができます。度に減容化することができます。

　減容化の技術が確立した後は、放射性セシウムを安定に　減容化の技術が確立した後は、放射性セシウムを安定に

固化する最終廃棄体化の技術、および最終廃棄体を処分す固化する最終廃棄体化の技術、および最終廃棄体を処分す

る最終処分施設の構造と耐久性に関する研究を進める必要る最終処分施設の構造と耐久性に関する研究を進める必要

があります。また、このような多くの要素技術を統合し想があります。また、このような多くの要素技術を統合し想

定できるいくつかの最終処分までのシナリオを提示し、技定できるいくつかの最終処分までのシナリオを提示し、技

術の確実性やコスト、処理・処分の全工程における被ばく術の確実性やコスト、処理・処分の全工程における被ばく

量の安全性評価、さらには地元住民を含めたステークホル量の安全性評価、さらには地元住民を含めたステークホル

ダーの意見の反映など、多様な観点から総合評価が必要でダーの意見の反映など、多様な観点から総合評価が必要で

す。これらについても多くの専門家と協力しつつ、今後もす。これらについても多くの専門家と協力しつつ、今後も

タイムリーに研究を進めていきます。タイムリーに研究を進めていきます。
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中間貯蔵施設に貯蔵された除去土壌などはどう処理 ・ 処分するの？中間貯蔵施設に貯蔵された除去土壌などはどう処理 ・ 処分するの？

福島支部　汚染廃棄物管理研究室　准特別研究員　常世田和彦 福島支部　汚染廃棄物管理研究室　准特別研究員　常世田和彦 

おしえて、しぶしぶ君！

図 1　除去土壌や焼却灰の処理手順図 1　除去土壌や焼却灰の処理手順
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　みなさんは研究者と聞いてどんな様子を想像するでしょう　みなさんは研究者と聞いてどんな様子を想像するでしょう

か。薄暗い実験室で複雑な機械に囲まれて、白衣を着て試験か。薄暗い実験室で複雑な機械に囲まれて、白衣を着て試験

管の中の怪しい色の液体を観察しているところ？確かにそれ管の中の怪しい色の液体を観察しているところ？確かにそれ

も研究者の日常ですが、わたしたちの仕事場は研究室だけでも研究者の日常ですが、わたしたちの仕事場は研究室だけで

はなく、研究所の建物を出て、あちこちに出かけていくことはなく、研究所の建物を出て、あちこちに出かけていくこと

も頻繁にあります。今回は研究者の「旅」の様子を少しだけも頻繁にあります。今回は研究者の「旅」の様子を少しだけ

紹介したいと思います。紹介したいと思います。

野外調査 ： 山へ川へ町へ野外調査 ： 山へ川へ町へ

　フィールドワークともいいます。国立環境研究所福島支部　フィールドワークともいいます。国立環境研究所福島支部

では、生物や水の調査のために浜通り地域の森林や河川へ車では、生物や水の調査のために浜通り地域の森林や河川へ車

を運転して出かけていき、サンプルを採取して持ち帰っていを運転して出かけていき、サンプルを採取して持ち帰ってい

ます。（研究所に持ってきたあとは「薄暗い実験室で…」とます。（研究所に持ってきたあとは「薄暗い実験室で…」と

あまり変わらない感じで分析していますけどね）。もうひとあまり変わらない感じで分析していますけどね）。もうひと

つ大事なのが社会調査です。よい環境を実現するための研究つ大事なのが社会調査です。よい環境を実現するための研究

には、そこに住む人の行動や意識を知ることがとても大事なには、そこに住む人の行動や意識を知ることがとても大事な

ので、アンケート調査などで調べるわけですね。インターネッので、アンケート調査などで調べるわけですね。インターネッ

トを使って出来ることもありますが、詳しくお尋ねしたい時トを使って出来ることもありますが、詳しくお尋ねしたい時

はお宅を訪問したりもします。福島県新地町（仙台駅から常はお宅を訪問したりもします。福島県新地町（仙台駅から常

磐線に乗り継いで行きます）で 70 世帯のお宅を一軒一軒訪磐線に乗り継いで行きます）で 70 世帯のお宅を一軒一軒訪

問して調査をして、省エネルギーや復興まちづくりについて問して調査をして、省エネルギーや復興まちづくりについて

調べさせてもらいました。私自身はシミュレーションが専門調べさせてもらいました。私自身はシミュレーションが専門

なので、データさえあれば現場まで行かなくても研究室のコなので、データさえあれば現場まで行かなくても研究室のコ

ンピューターで計算できる…かと思いきや、そんなことはあンピューターで計算できる…かと思いきや、そんなことはあ

りません。実際にその地域を見たことがないと、山や川などりません。実際にその地域を見たことがないと、山や川など

の地形、市街地の雰囲気、農業の様子、被災地なら復興の状の地形、市街地の雰囲気、農業の様子、被災地なら復興の状

況などがリアルにわかりませんから、トンチンカンなシミュ況などがリアルにわかりませんから、トンチンカンなシミュ

レーションをしてしまいます。変わったところではブータンレーションをしてしまいます。変わったところではブータン

王国に行ったことがありますが、日本昔話の世界のようで妙王国に行ったことがありますが、日本昔話の世界のようで妙

に親近感がありました。に親近感がありました。

打ち合わせ ： 事件は会議室でも起きている！打ち合わせ ： 事件は会議室でも起きている！

　もしかしたらこれが一番多いかもしれません。研究所だけ　もしかしたらこれが一番多いかもしれません。研究所だけ

で出来る調査研究ばかりではないので、地域の住民や事業者で出来る調査研究ばかりではないので、地域の住民や事業者

の方々、市町村役場などの担当の方々、研究をお手伝いしての方々、市町村役場などの担当の方々、研究をお手伝いして

貰っている業者さん、共同研究をしている他の研究所や大学貰っている業者さん、共同研究をしている他の研究所や大学

の先生方に学生さんなど、相談のために集まります。よりよの先生方に学生さんなど、相談のために集まります。よりよ

い環境政策を実現するための貢献も大事なお仕事なのですい環境政策を実現するための貢献も大事なお仕事なのです

が、それには政策を考え、実行する人達のことを知らなけれが、それには政策を考え、実行する人達のことを知らなけれ

ば「難しいことばかり言って役に立たない」などと言われてば「難しいことばかり言って役に立たない」などと言われて

しまいます。どのような問題があるのか、どういう研究をすしまいます。どのような問題があるのか、どういう研究をす

ると問題解決に役立つのか。「事件は現場で起きてるんだ！」ると問題解決に役立つのか。「事件は現場で起きてるんだ！」

という有名なセリフがありますが、この社会では色々なことという有名なセリフがありますが、この社会では色々なこと

を話し合いで決めていきますから、政策立案の「現場」であを話し合いで決めていきますから、政策立案の「現場」であ

る会議室へも資料を抱えてせっせと出かけていくわけです。る会議室へも資料を抱えてせっせと出かけていくわけです。

講演 ： なんとか分かりやすく伝えたい講演 ： なんとか分かりやすく伝えたい

　研究成果を多くの人に知って頂くことも研究者の重要な仕　研究成果を多くの人に知って頂くことも研究者の重要な仕

事です。専門的な内容をわかりやすく説明するために色々な事です。専門的な内容をわかりやすく説明するために色々な

工夫をして、何度も発表の練習をして、環境研究の話を聞い工夫をして、何度も発表の練習をして、環境研究の話を聞い

てくれるお客様のいるところならどこへでも飛んで行きまてくれるお客様のいるところならどこへでも飛んで行きま

す。ここ三春町をはじめ、福島県内の他の町でもときどきおす。ここ三春町をはじめ、福島県内の他の町でもときどきお

話しさせて頂く機会があり、そのたびに電車にのって初めて話しさせて頂く機会があり、そのたびに電車にのって初めて

の町へも行きます。の町へも行きます。

学会 ： 世界に知らせ、 世界に学ぶ学会 ： 世界に知らせ、 世界に学ぶ

　一方で、いろいろな国や組織で研究している研究者同士　一方で、いろいろな国や組織で研究している研究者同士

が集まる場所がいわゆる「学会」です。国際学会のことはが集まる場所がいわゆる「学会」です。国際学会のことは

2018 年 4 月号2018 年 4 月号の山田一夫主任研究員が書いていますね。この山田一夫主任研究員が書いていますね。こ

こではお互い専門家同士なので、やさしく話す必要はなく、こではお互い専門家同士なので、やさしく話す必要はなく、

専門用語をバリバリ使って難しい議論をしています。研究成専門用語をバリバリ使って難しい議論をしています。研究成

果は論文にまとめて発表することが多いのですが、学会では果は論文にまとめて発表することが多いのですが、学会では

まだ論文になっていない段階のアイデアや途中経過も報告さまだ論文になっていない段階のアイデアや途中経過も報告さ

れたりしますし、直接他の研究者と話ができますから、本当れたりしますし、直接他の研究者と話ができますから、本当

の最先端を知るにはぴったりの場所です。新しいアイデアもの最先端を知るにはぴったりの場所です。新しいアイデアも

世界中の研究者と議論している中で見つかることが多いので世界中の研究者と議論している中で見つかることが多いので

す。す。

　今日も研究者はトランクに着替えや資料を詰め、電車や飛　今日も研究者はトランクに着替えや資料を詰め、電車や飛

行機に乗ってあちこちに出かけていきます。色々な人に会っ行機に乗ってあちこちに出かけていきます。色々な人に会っ

てお話をして、車内で、機内で、船上で、地域や世界の問題てお話をして、車内で、機内で、船上で、地域や世界の問題

解決を考え、研究室に持ち帰ってせっせと調査研究し、また解決を考え、研究室に持ち帰ってせっせと調査研究し、また

成果をもって出かけていく毎日です。成果をもって出かけていく毎日です。

旅する研究者 ～現場を求めてどこまでも～旅する研究者 ～現場を求めてどこまでも～

福島支部　福島支部　地域環境創生研究室　主任研究員　五味馨地域環境創生研究室　主任研究員　五味馨

研 究 の 現 場 か ら

2018 年に開催された郡山市出前講座の様子2018 年に開催された郡山市出前講座の様子

http://www.nies.go.jp/fukushima/jqjm1000000a3pas-att/NIES_letter_fukushima-15.pdf
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国立環境研究所、うつくしま NPO ネットワーク、郡山市
の主催で、郡山市で第 2 回 SDGs（持続可能な開発目標）
ワークショップを開催しました。

「植物の環境ストレス影響評価とモニタリングに関する
研究」をテーマに地方公共団体環境研究機関等とワーク
ショップを開催しました。

茨城県つくば市にて開催された、つくばサイエンスコラボ
2018 つくば科学フェスティバルに出展しました。

郡山市出前講座 2018「持続可能な地域づくりを目指して」
を郡山市にて開催しました。約 50 名の 20 代から 70 代
の幅広い世代の方が参加され、NIES で進める災害環境研
究について知っていただくとともに、SDGs への関心を深
めていただきました。

郡山市立郡山第六中学校にて出張講座を行いました。3 年
生を対象に、福島支部の研究の一部について研究内容を説
明しました。

郡山市主催・NIES 後援にて、気候変動適応に関するセミ
ナーを開催しました。温暖化をはじめとする気候変動の影
響とその「適応」について、考える機会となりました。

国立環境研究所、うつくしま NPO ネットワーク、郡山市
の主催で、郡山市で第３回 SDGs（持続可能な開発目標）
ワークショップを開催しました。

19日

31日

18日

10日

20日

26日

27日

ACCESS
MAP

福 島 支 部

▲ SDGs ワークショップ（10/19）

▲ 郡山市出前講座（11/18）

▲ 郡山第六中学校出張講座（11/20）

▲ 地方公共団体環境研究機関等とワーク　

　 ショップ。当日は見学もされました。（10/31）
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